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１．活動のテーマ
＜テーマ＞光

＜テーマの設定理由＞日常の中で、差し込む太陽の光をじっと見つめたり、照明や影に目を向け、手を伸ばしたりする子どもたちの姿をきっかけに、「光」をテーマとした探究活動を行うことにした。
身近な環境や素材を通して、子どもが自ら気づき、見つめ、試そうとする姿を大切にしながら、感性や探究心の育ちにつなげることをねらいとした。




２．活動スケジュール1期：「見る」
・いろんな光を見てみよう。
・光で遊んでみよう。
・映像を見てみよう。
2期：「触れる」
・様々な素材に触れながら光遊びをしてみよう。
・光と行事の結び付き体験。
3期：「楽しむ」
・イルミネーションを見てみよう。
・プロジェクターで鑑賞会。
・蛍光絵の具で造形遊び。




３．探究活動の実践
＜活動の内容＞
・活動のために準備した素材や道具、環境の設定
・活動中の子供の姿・声、子供同士や教諭との関わり　等を記載ください。　　

○光との出会いを起点に、自然光・身近な素材の反射・人工的な光（懐中電灯、プロジェクター、ライトテーブル等）へと段階的に活動を展開した。
月ごとにテーマを設定し、子どもたちの反応や成長をもとに環境を調整しながら、探究が継続・発展するよう工夫した。
主な活動内容
・日常生活の中での光や影への気づきの観察
・鏡、アルミホイル、カラーセロハンなど身近な素材を用いた光遊び
・プラネタリウムや花火映像など季節性を取り入れた活動
・懐中電灯やライトテーブルを用いた光と影、色の変化の探究
・行事と関連付けた制作活動（クリスマス制作）
・自然の光に触れ、カラーセロハン越しの世界を楽しむ。

○活動当初は、活動内容に触れる・見る・指をさすといった参加の仕方が中心であった。保育者が懐中電灯の光を壁に当てると、その動きを目で追い、光の先を指さす姿が見られた。
しかし、回数を重ねる中で経験の積み重ねと一人ひとりの発達が重なり、自ら光に手を伸ばしたり、懐中電灯を持とうとしたりするなど、「自分で試そうとする」姿が増えてきた。ライトテーブルでの活動では、保育者が「きれいだね」「キラキラしているね」と言葉を添えると、子どもたちも「キラキラ」と声に出したり、手をひらひらと動かして輝きを表現する姿が見られるようになった。
また、子ども同士で顔を見合わせながら「キラキラ」と言い合ったり、同じ素材を並べて見比べたりする姿も見られ、光の変化を共有する関わりへと広がっている。
活動での経験は日常生活にもつながり、室内に差し込む自然光に気づいて指をさしたり、戸外では地面に映る影をじっと見つめたり、踏んでみたりするなど、光や影に対する感受性が高まっている様子がうかがえる。
経験を通して生まれた「キラキラ」という言葉は、活動場面にとどまらず、子どもたちの中で意味をもった表現として広がっている。



４．振り返り
＜振り返りによって得た先生の気づき＞活動を通して、子どもたちは日常や遊びの中にある「光」に繰り返し触れながら、気づき方や関わり方を少しずつ変化させていった。
当初は、光を「じっと見つめる」「指を差す」といった受動的な反応が中心であったが、活動を重ねるにつれて、自ら近づいて確かめたり、懐中電灯と素材を組み合わせて試したりするなど、主体的に関わろうとする姿が多く見られるようになった。
同じ環境であっても、月齢や経験の積み重ねにより、目を向ける部分や遊び方が変化していく様子から、体験が感覚として子どもの中に蓄積されていることが伺えた。特に、久しぶりに行った光遊びでも、迷うことなく懐中電灯を手に取り、自分なりに遊びを広げていく姿は、継続的な活動の成果だと感じている。
また、光遊びを通して、子どもたちは保育者の言葉や表情を手がかりに、自分の「発見」や「不思議」を共有しようとする姿を見せていた。これは、光そのものへの興味だけでなく、人との関わりの中で安心して活動に向かう姿勢が育っていることの表れでもあると感じた。
そして、保育者にとっては特別な教材や設定がなくても、日常の中にある子どもの小さな気づきを丁寧に拾い、環境を少し調整することで、探究が深まっていくことを実感する機会となった。
また、同じテーマを継続して取り組むことで、子どもの育ちや変化を捉えやすくなり、記録を通して保育者間で学びを共有できたことも大きな成果だと感じている。
行事と結びつけた活動では、保護者と体験を共有することができ、すくわくプロジェクトの取り組みを自然な形で伝えることにも繋がった。
今回の振り返りを通して、今後も子どもの「なんだろう」という気持ちに立ち止まりながら、日常保育の中で探究的な関わりを積み重ねていきたいと感じる機会にも繋がった。





